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決算サマリ

⚫ 資産収益性

➢高利回り営業債権残高 が順調に拡大し、収益に貢献

国内:8,117億円（YoY１１０％/期首差＋346億円）、国際:9,571億円（YoY１１５％/期首差＋515億円）

⚫ 生産性

➢ 営業収益の拡大（YoY１１０％）に対し、営業費用の増加を抑制（YoY105%）し、

連結営業利益は152億円（YoY166％）に伸長

➢ 国内：決済を中心に取扱高拡大、市場環境の変化を捉えた銀行の収益拡大

販促費の費用効率向上（YoY△13億円）と貸倒関連費用の抑制により大幅増益

➢ 国際：マレー圏が先んじて回復し国際事業をけん引

貸倒関連費用は高止まり傾向にあるものの、与信・回収体制の強化を継続

企業価値向上に向けた“選択と集中”の効果が現れつつあり、業績は伸長

資産収益性・生産性の向上に成果

※

※
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202５年2月期 １Q 連結業績ハイライト

※２３年６月実施の国内経営統合により、これまで調整額に計上していたイオンフィナンシャルサービス(株)の業績を国内セグメントに計上
なお、YoYは前年実績を変更後のセグメントに組み直し算出

連結 YoY
24年度通期
連結見通し

進捗率
国内 ※ YoY 国際 YoY

営業収益 1,27９ 億円 １10 ％ ７５３ 億円 １０５ ％ ５３１ 億円 １１７ ％ 5,200 億円 ２５ ％

営業利益 １５２ 億円 １６６ ％ ６３ 億円 ７５３％ ８７ 億円 10７ ％ 550 億円 ２８ ％

経常利益 １５９ 億円 １６７ ％ － ー － ー 550 億円 ２９ ％

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
60 億円 １６9 ％ － ー － ー 210 億円 ２9 ％
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２4/1Q

[国内] 1Q営業利益 前年同期差内訳

２3/1Q

カード収益
＋３１

一般管理費等
＋１５

販促費
▲１２

8億円

６３億円

貸倒関連
費用
＋１４

AFSとACSの合併による
国内セグメントの内部消去

影響額：営業利益▲5億円

13億円

• 子会社譲渡の影響がありつつも、カード収益の継続的な増加と金融収益の計上により増収

• 債権残高の増加により貸倒関連費用が増加も、費用対効果を重視した販促費コントロールを継続

主
な
内
容

[営業収益]

・カード収益 ＋3１億円
（包括購入あっせん収益＋19億円、融資収益＋1１億円）

・金融収益 ＋３１億円
（有価証券売却益＋１９億円、利息配当＋7億円）

・他収益 ＋２３億円
（フェリカポケットマーケティング連結影響 ＋２０億円）

[営業費用] 

・販促費 ▲１２億円
（販促施策の見直しによるコントロール強化）

・貸倒関連費用 ＋１４億円
（営業債権残高拡大による影響)

・一般管理費等 ＋１５億円
（フェリカポケットマーケティング連結影響 ＋１７億円）

金融収益
+31

流動化益
▲２３

他収益
+２３

営業収益
＋3６億円

営業費用
▲１８億円

単位 ： 億円

費用減

収益増 収益減

割賦収益
（APF影響）

▲2６

APF影響
▲３６

費用増
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[国内] クレジットカード、電子マネー

0

6,000

12,000

18,000

24,000 電子マネー取扱高

カードショッピング取扱高

24/1Q

決済取扱高

0

300

600

900

1,200

1,027億円

キャッシング取扱高

2１/1Q 2２/1Q 2３/1Q 24/1Q2１/1Q 2２/1Q 2３/1Q

（億円） （億円）

• ゴールドカード限定特典開始やAEON Pay利用促進も貢献し、ショッピング取扱高はYoY１０５％

• キャッシング取扱高はアプリ利便性の向上、アウトバウンドコール等の訴求強化でYoY１０２％

2兆3,536億円

電子マネー ：5,038億円

ショッピング：１兆8,498億円

2０/1Q 2０/1Q

生産性
（収益拡大）
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[国内] グループシナジーの拡大

イオンモールでの新特典開始（24年４月～）

イオンモール専門店での
お客さま感謝デー（毎月20日・30日）

• イオンモールでのゴールド会員向け特典を開始 来店動機が高まり、利用人数・決済金額ともに増加

• グループシナジー最大化に向け、今後もグループ特典の拡充を図る

イオンモールお客さま感謝デー
ゴールドカード決済状況
（前年同日・同規模比較）

利用人数

取扱高

＋３０％

＋６０％

生産性
（収益拡大）
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［国内］ AEON Pay

• AEON Pay会員数は1,000万人超となり、利用可能箇所数も順調に増加

• 日常シーンでの利用が進み、少額決済の取り込みにより1人当たり決済額の拡大に寄与

AEON Pay会員 決済金額

対 AEON Pay未登録会員

＋17,000円/月

会員数・利用可能箇所数

23/1Q 24/1Q

会員数

１,０２9万人

＋１９３万人

利用可能箇所数

23/1Q 24/1Q

１９9万箇所

＋１23万箇所

生産性
（収益拡大）



8AEON Financial Service Co., Ltd.

［国内］ 営業債権残高

内訳

■ ショッピングリボ １２０％ ＋１７５億

■ 分割払い 1１３％ ＋２０億

■ キャッシング １０５％ ＋１４８億

■ 無担保ローン
（銀行カードローン等）

９８％ ＋２億

計 １１０％ ＋３４６億

YoY

（億円）

• YoYで110%の伸びが継続し、下期にはコロナ前水準への回復を見込む

期首差

22/１Q20/１Q 2１/１Q

（億円）

0

2,500

5,000

7,500

10,000 リボ・分割残高 キャッシング･無担保ローン残高

2３/１Q 24/1Q

８,１１７億円８,２４１億円

営業債権残高

資産収益性
向上
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[国内] アプリ改善によるUX向上

• 「イオンウォレット」の機能及び視認性向上により、リボ変更数が増加 リボ残高の増加に寄与

80%

90%

100%

110%

120% リボ・分割 キャッシング

➢利用者のリボ申込完了率 約７割

➢リボ変更画面の閲覧者数 変更前比４ 倍

シミュレーション機能搭載（23年５月）

申込導線の変更・視認性向上（２４年３月）

リボ変更申込数 YoY +３０％

認知・関心

確認

行動

営業債権残高 伸び率の推移

22/1Q 23/1Q 24/1Q２1/1Q

資産収益性
向上
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［国内］ 貸倒関連費用のコントロール

0.0%

1.0%

2.0%

貸倒関連費用率の四半期推移

23/4Q23/1Q 23/2Q 2３/3Q 24/1Q

※リボ・分割、キャッシング、無担保ローンの合計残高に対する貸倒関連費用率

• 営業債権残高に対する貸倒関連費用の比率は低位で推移

債権回収の生産性向上

お客さま情報の最新化

アウトバウンドコールでの
住所・連絡先等の登録情報
メンテナンスの推進

SMSを活用した案内効率化

架電後、お手続き内容確認の
ＳＭＳを送信
ご案内の正確性向上

SMS

生産性
（費用ｺﾝﾄﾛｰﾙ）
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[国内] 獲得効率の改善

• 店頭及びインターネット募集の運用見直しにより、獲得効率が改善

23/1Q 24/1Q

YOY２０％削減

１会員あたり獲得コスト 生産性向上

活用チャネルの見直し

獲得効率に加え
入会後の継続利用率・収益性の高い
チャネルでの獲得シェアの拡大

グループとの連携強化

ウエルシア等の独自特典の訴求や、
小売企画と連動した
募集体制の強化

生産性
（費用ｺﾝﾄﾛｰﾙ）
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[国内] 銀行預金

イオン銀行預金残高

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

22/1Q21/1Q 2３/1Q 24/1Q

4兆５,６４０億円

（億円）

• 預金残高は定期預金キャンペーン等によりYoYで103%、期首差２４６億円増

• 取引状況に応じた優遇制度（Myステージ）の拡大により、さらなる預金獲得につなげる

2０/1Q

円普通預金の金利改訂(24年５月１日)

お取引内容に応じた
ステージ制

０.０５％０.０３％

０.０２％

0.０１%

０.１５％

0.１０%

お取引内容に応じた
優遇制度

イオン銀行Myステージ
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[国内] 住宅ローン

住宅ローン取扱高
（億円）

• 「イオンセレクトクラブ」の継続した告知強化により、住宅ローン取扱高はYoY １２６%

• なお、５/１より既存の変動金利型住宅ローンの店頭表示利率を０.１０％引き上げ

21/1Q 24/1Q23/1Q22/1Q
0

600

1,200

1,800

2,400

2０/1Q

1,755億円

住宅ローン事前申込件数

22/1Q 2３/1Q 24/1Q

事前申込件数は、
高水準を継続維持

´23/3
「イオンセレクトクラブ」特典拡充

生産性
（収益拡大）
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[国際] セグメント別 業績ハイライト

国際事業 中華圏 メコン圏 マレー圏

YoY YoY YoY YoY

営業収益 ５３１ 億円 １１７ ％ 8６ 億円 １２８ ％ 2３１ 億円 １０７ ％ ２１４ 億円 １２７ ％

営業利益 87 億円 1０７ ％ 1９ 億円 ９１ ％ ２５ 億円 ９６ ％ ４２ 億円 １２８ ％

＜参考＞

貸倒関連費用
１７０ 億円 １１４ ％ ２3 億円 １９６ ％ ８８ 億円 1０４ ％ ５９ 億円 １１３ ％

• 貸倒関連費用が増加も、マレー圏がけん引し国際事業で増収増益

期中平均レート ※（）内は前年同期差

HKD ： １９.6７円(+２.3４円)     THB ： 4.２１円(+0.2７円)         MYR ： 3２.４８円(+２.１６円) 
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[国際] 中華圏の業績ハイライト

営業利益前期差内訳

収益
＋１8

金融費用
＋２

貸倒関連
費用
＋１１

その他
＋4

人件費
＋３

１９億円
(YoY 91%)

２１億円

• カードキャッシング利用や個人ローンの申込増加により債権残高が増加し、収益は過去最高を更新

• 個人破産件数増に伴う貸倒増加が継続 破産予測スコアを活用し、審査厳格化・途上与信を強化

営業収益

0

25

50

75

100

22/1Q21/1Q 2３/1Q 24/1Q

8６億円

(YoY 128%)

（億円）

2０/1Q ２４/１Q２３/１Q
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営業利益前期差内訳

• 休眠会員に向けたプロモーションにより、キャッシング・個人ローンともに取扱高拡大

• 経済環境の低迷が長期化しており、貸倒関連費用は引き続き高水準

営業収益

0

70

140

210

280

２３１億円

(YoY 107%)

（億円）

[国際] メコン圏の業績ハイライト

収益
＋１４

金融費用
＋2

貸倒関連
費用
＋３

その他
＋６

２４/１Q２３/１Q

人件費
＋5

２７億円

22/1Q21/1Q 2３/1Q 24/1Q2０/1Q

25億円

(YoY 96%)
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営業利益前期差内訳

• 個品割賦に加え、個人ローンのデジタル完結・審査時間短縮など利便性向上により残高が増加

• AIスコア等を活用した与信精緻化により貸倒関連費用は安定 デジタルバンクの費用増を吸収し増益

営業収益

0

60

120

180

240 ２１４億円

(YoY127%)

（億円）

[国際] マレー圏の業績ハイライト

22/1Q21/1Q 2３/1Q 24/1Q2０/1Q

収益
＋４５

金融費用
＋９

貸倒関連
費用
＋7

その他
＋１０

人件費
＋6

デジタル
バンク
＋3

４２億円
(YoY128%)

３２億円

２４/１Q２３/１Q
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0

500

1,000

1,500

2,000

0.0%

3.0%

6.0%

9.0%

12.0% 営業貸付金（右軸）

割賦売掛金（右軸）

NPL比率（左軸）

貸倒関連費用/営業債権残高（左軸）

[国際] 上場子会社の債権残高およびNPL推移

（億円）

2022 2023 2024

0

1,200

2,400

3,600

4,800

0.0%

3.0%

6.0%

9.0%

12.0%

0

1,200

2,400

3,600

4,800

0.0%

3.0%

6.0%

9.0%

12.0%

（億円） （億円）

■ ACSA（香港） ■ AEONTS（タイ） ■ ACSM（マレーシア）

2022 2023 2024 2022 2023 2024

• マレーシアは債権残高の積み上げが加速するも、NPL比率は安定

• 香港、タイではトップライン強化と与信管理のバランスを見極め、ボトムラインの最適化を図る

期末日レート ※（）内は前期末差

HKD ： 20.05円(+0.80円)     THB ： 4.２７円(+0.09円)         MYR ： 3３.３５円(+1.70円) 
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[国際] 与信・回収体制の高度化

• AI技術の活用や新たなスコアリングモデルの導入による、与信・回収精度を向上

• 各国への技術、ノウハウの共有・水平展開により、AFSグループ全体での体制強化を図る

営業 審査 回収申込

⚫ e-KYC、
生体認証による
本人確認の徹底

⚫ AIスコアリング等
での与信精緻化

⚫ 自動審査率の向上

⚫ 債権リスクに応じた
最適なリソース配分

⚫ 審査・回収分析のもと
高スコアの残高増加
に向けた施策実行

AIやデジタル技術を活用した与信・回収体制の高度化と
データ分析をもとにした営業施策の実行サイクル

マレーシア

生産性
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[国際] デジタルバンク開業（マレーシア）

• マレーシアで初となるイスラム金融方式でのデジタルバンクを5月26日に開業

• イオン生活圏におけるデジタルサービスの中心として拡大を図る

銀行預金 デビットカード

コード決済 ポイントカード

５/26 AEON BANK(M)開業

イオングループ
各社

イオン
生活圏
拡大

サプライヤー

ビジネス
パートナー

加盟店

お客さま
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完全デジタルのクレジットカード

「Next Gen」の新規発行

[国際] デジタルタッチポイントの拡大

自社アプリの銀聯QRやNFC

決済対応による決済機会の拡大

• 各国にてスマホを中心としたデジタル金融サービスを拡充 利便性向上と新たな顧客層を拡大

■ 中華圏（ACSA） ■ メコン圏（AEONTS） ■ マレー圏（インドネシア）

アプリ上で本人確認・契約・決済が

完了するBNPLの提供

生産性
（収益拡大）
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重点実施事項
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［国際/マレーシア］ イオンバンク(マレーシア)認知向上

• イオングループ各社や外部媒体（リアル、デジタル）を活用しマレーシア全土での認知強化

• 顧客組織化により、デジタルバンクを起点にイオン生活圏を構築

イオングループ
各社

鉄道等の
外部広告 SNSの活用

リアル・デジタルを活用した認知強化

リアル媒体活用での
露出強化

インフルエンサー等
親和性の高い顧客獲得

ブランド力・
リアル店舗の活用

グループとお客さま・
取引先をつなぎ

イオン生活圏構築

イオンバンク(マレーシア）アプリを起点とした
データ活用によるパーソナライズド・マーケティング
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タッチポイントの転換

• 身近な接点であるデジタルウォレット（スマホアプリ）を起点としたタッチポイントへ転換を図り、

アプリから各金融サービスをシームレスに利用できる環境を構築 同時にリアル接点の利便性向上を図る

これから ： アプリ起点でシームレスなサービス提供

イオン
ウォレット

起
点

これまで ： 各社で個別タッチポイントが起点

カード

口座 資産形成

リボ払い キャッシング

分割払い

債
権
残
高

住宅
ローン

金
融
サ
ー
ビ
ス

起
点

銀行口座
各種

金融サービス

保険等

銀行店舗
募集

カウンター
各社HP

各社
アプリ

保険
ショップ

リアル接点 デジタル接点

融資決済

決済口座 融資
各種金融
サービス

債
権
残
高

金
融
サ
ー
ビ
ス

クレジット預金

プリペイド

BNPL

キャッシング

小口融資

投資信託

保険

住宅ローン

リボ・分割 住宅ローンキャッシング
無担保
ローン

クーポン

新融資
商品

規模拡大による
利便性・魅力度の

向上

提携・加盟店

無担保
ローン

金融相談・案内

リアル接点

2023年度 通期決算発表 再掲
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［国内］ タッチポイントの転換 ＜シームレスな顧客体験＞

• サービスの分断を解消し、ワンストップでの金融サービス提供が可能な環境へ再整理

カード 銀行 保険

カード
カウンター

銀行店舗 保険ショップ

決済関連

FY23～

総合金融アプリとして
イオンウォレット リニューアル

FY２４～

ア
プ
リ

店
舗

コ
ン
タ
ク
ト

セ
ン
タ
ー

各タッチポイントで
ワンストップサービス

の提供
リモートリアル店舗

コンタクトセンター チャットボット

銀行関連 保険関連
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［国内］ タッチポイントの転換 ＜総合金融アプリ イオンウォレット＞

• 用途に合わせた画面選択等の先進的なデザインが評価され、国際的なデザイン賞を受賞

• UI・UXの向上により、ローン等のクロスセル実績が向上

アプリ経由申込件数

銀行口座申込

カードローン申込

住宅ローン申込

５.６倍

7.0倍

2.6倍

※前年同月度比較

iF Design Award
(ドイツ)

A’ Design Awards
(イタリア)

BRONZE賞

国際的デザイン賞を受賞
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［国内］ 地域連携の強化

• 自治体との協働実績を多数持つフェリカポケットマーケティングを中心に、地域社会との連携を強化

• 地域経済の活性化を目的とする、さいたま市の地域商社「株式会社つなぐ」へ参画

地域通貨機能を含む市民アプリ提供

地域通貨 バリュー発行者市民アプリ システム開発/運用

培ってきた多彩な
決済ノウハウ

加盟店お客さま

行政サービス 買い物などの利便性向上

全国100件超の
地域通貨・自治体アプリ

提供実績23年6月連結子会社化

参画
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[国内] システム基盤の増強

• 規模の拡大を支える、盤石で機動性（開発期間の短縮、低コスト）の高いシステム基盤構築に向け、クラウド化を実施中

• 次期クレジットカードシステムにおいても基盤クラウド化を実施 同時稼働によりトータルコストも削減

顧
客
基
盤

加盟店・取引先規模

グループ内外の連携強化
（ID統合、会員拡大 等）

決済インフラ強化
（加盟店・取引先の増加）

新規ビジネスの
創出

稼働開始：202６年度

次期クレジットカードシステム クラウド化し稼働

規模の経済を発揮すべく
システム基盤のクラウド化を実施
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業績予想及び配当予想
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2025年2月期 業績予想及び配当予想

連結 YoY
国内 YoY 国際 YoY

営業収益 ５,200 億円 １０7 ％ 3,１00 億円 １０５ ％ 2,１00 億円 １０８ ％

営業利益 550 億円 110 ％ 1５0 億円 １２９ ％ ４1０ 億円 １０7 ％

経常利益 550 億円 107 ％ － ー － ー

親会社株主に
帰属する

当期純利益
210 億円 １０0 ％ － ー － ー

1株あたり配当金 配当性向

年間： 53 円

中間： ２５ 円

5４.５ %

期末： ２８ 円
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Our Purpose

［Our Purpose］
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Appendix
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【再掲】 ROE向上に向けた考え方

営業収益 / 債権残高

ROE
向上

資産収益性
(%)

生産性
(%)

当期利益 / 営業収益

債権残高 / 株主資本

資本効率
(倍)

×

×

新しい商品

+α

フィー収益

営業費用 流動費用

固定費用

+

財務

レバレッジ

営業債権残高
既存の

高利回り債権

+

有効ID数

各商品毎の
利用額

×

×

利用率

販売促進費 貸倒関連費用+ 役務取引費用+
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バランスシートの状況

FY 202４ FY 202４

１Ｑ実績 期首増減 １Ｑ実績 期首増減

現金預け金 4,202 ▲ 2,453 預金 45,６８０ +２９７

営業貸付金 9,６４５ +４５７ 買掛金 3,068 +３８３

銀行業における
貸出金

26,394 +3,002
有利子負債
(預金除く）

13,０８７ ▲４３

割賦売掛金 17,274 ▲1,160 その他 2,３４２ ▲ １７０

貸倒引当金 ▲ 1,１４０ +6６ 負債合計 64,178 +４６６

その他 13,607 ＋６１５ 純資産合計 5,８０４ +６1

資産合計 69,９８３ +５２７
負債及び
純資産合計

69,９８３ +５２７

（単位：億円）
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セグメント別業績

（億円） 国内計

※1

国際計

※1

連結計

※１リテール ソリューション 中華圏 メコン圏 マレー圏

営業収益 ７５３ ４８５ ４６３ 531 86 231 214 1,279

前期比 ※２ 10６％ 1１３％ 10３％ 117％ 128％ 107％ 127％ 110％

営業利益 ６３ ５３ ２２ 87 19 25 42 152

前期比 ※２ ４５３％ 7028% １２９％ 107％ 91％ 96% 128% 166%

営業利益率 ８.４％ １０.９％ 4.９％ 16.5％ 22.7％ 11.2％ 19.7％ 11.9％

前期差 ※２ ＋６.４pt +１０.７pt ＋１.0pt ▲1.5pt ▲9.2pt ▲1.3pt ＋0.2pt ＋4.0pt

(参考) 債権流動化による収益影響 4 億円 (前期差▲22億円) ※３

※1 国内計及び国際計は、各事業に属するセグメント間取引の相殺消去後であり、連結計には、本社・機能会社および連結消去額を含む

※2 前期比及び前期差の比較対象はセグメント変更前の数値

※3 23年度より、流動化収益の計上方法を一部変更 なお、従来方式での収益影響はなし（前期差▲1８億円）
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エリア別業容

単位：億円 取扱高
営業債権残高

（流動化前）前年同期比 期首増減

国
内

クレジットカード 19,526 10５% １８,112 +９４８

ショッピング 18,498 10５% 13,841 +８００

（うちリボ・分割） - - 3,303 ＋１９６

キャッシング 1,027 1０２% 4,２７１ +１４８

住宅ローン 1,755 1２６% 36,762 +1,156

その他 - - 12,658 ＋８９５

国内計 - - 67,532 +2,999

国
際

クレジットカード 1,724 128% 3,022 +６３

ショッピング 1,260 127% 1,546 +３４

キャッシング ４６４ 132% 1,476 +３０

個品割賦 427 123% 3,165 ＋２７６

パーソナルローン 570 120% 3,383 +１７５

その他 - - 1 +１

国際計 - - 9,572 +５１6



37AEON Financial Service Co., Ltd.

海外上場3社 1Q業績 （現地通貨）

FY 2023 FY 2024

1Q実績 1Q実績 前年同期比

AEON
CREDIT
SERVICE
(ASIA)

HK$’000

Revenue 379,953 426,547 １１２%

Profit before tax 117,458 99,351 ８５%

Profit for the period 96,967 83,255 ８６%

AEON
THANA
SINSAP

(THAILAND)

BAHT’000

Revenue 5,459,191 5,507,210 １０１%

Profit before tax 804,849 671,513 8３%

Profit for the period 644,016 539,207 84%

AEON
CREDIT
SERVICE
(M)Berhad

RM’000

Revenue 452,674 522,259 １１５％

Profit before tax 131,914 144,825 １１0％

Profit for the period 99,363 106,413 １０７％
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海外上場3社 １Q業績 （円換算）

FY 202３ FY 202４
為替レート

1Q実績 １Q実績 前年同期比

AEON
CREDIT
SERVICE
(ASIA)

Revenue 65億円 ８３億円 127%

為替 （円 / HKD）
・ FY202３Q1 ： 1７.３３円

・ FY202４Q1 ： 19.67円

Profit before tax 20億円 １９億円 96%

Profit for the period 16億円 １６億円 ９７%

AEON
THANA
SINSAP

(THAILAND)

Revenue 215億円 ２３１億円 10８%

為替 （円 / THB）
・ FY202３Q1  ： 3.９４円

・ FY202４Q1  ： 4.２１円

Profit before tax 31億円 ２８億円 ８９%

Profit for the period 25億円 ２２億円 ８９%

AEON
CREDIT
SERVICE
(M)Berhad

Revenue 137億円 169億円 124%

為替 （円 / MYR）
・ FY2023Q1  ： 30.32円

・ FY2024Q1  ： 32.48円

Profit before tax 40億円 47億円 118%

Profit for the period 30億円 34億円 115%
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国際事業の各種取扱高、債権残高の状況

（単位：億円）
中華圏（香港） メコン圏（タイ） マレー圏 国際事業

前年同期比
(増減)

前年同期比
(増減)

前年同期比
(増減)

前年同期比
(増減)

クレジット
カード

取扱高 644 129% 906 129% 173 121% 1,724 1２８%

債権残高 1,050 +2２４ 1,68０ ▲４３ 2９２ +５４ 3,022 +2３６

個品割賦

取扱高 - - ７０ 1２8％ ３５７ 1２２％ ４２７ 1２３%

債権残高 - - ３３３ +６５ 2,８３２ +５０１ 3,165 +５６６

個人ローン

取扱高 ８８ 1２４% ３１６ 1２7％ １６５ 107% ５７０ 12０%

債権残高 3２０ +７４ 1,802 +７２ 1,260 +３２２ 3,３８３ ＋4６９

合計

取扱高 ７３３ 12８% 1,293 1２９% ６９６ 1１８% 2,722 1２６%

債権残高 1,3７０ +２９９ 3,８１５ +９４ 4,384 +８７８ 9,５７１ ＋1,272
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セグメント別貸倒及び国内利息返還損失引当金の状況

（億円） 国内計 国際計 連結計リテール ソリューション 中華圏 ﾒｺﾝ圏 ﾏﾚｰ圏

期首貸倒引当金残高 ５５６ 3０ 53０ ６４３ ４７ ３５８ 2３７ 1,2０７

貸倒関連費用
（引当金繰入・損失）

貸倒償却額
（移管債権等含む）

６０ ▲３ ６３ １７０ ２３ ８８ ５９ ２３１

１４７ ６ １４１ １５０ １９ ８１ ４９ ２９７

期末貸倒引当金残高 ４６９ ２０ ４５３ ６６４ ５１ ３６５ 2４７ 1,１４０

※参考 国内子会社の期末残高
<ﾘﾃｰﾙ> ｲｵﾝ銀行：２0億円

<ｿﾘｭｰｼｮﾝ> ｲｵﾝﾌｨﾅﾝｼｬﾙｻｰﾋﾞｽ：４０８億円
ｲｵﾝ住宅ﾛｰﾝｻｰﾋﾞｽ：12億円 （億円） FY202３

１Q実績
FY202４
１Q実績

期首残高 ４８ ２５

繰入額 - -

利息返還額 ８ ４

期末残高 ３９ ２０

【貸倒引当金】

【利息返還損失引当金】

※個品割賦事業譲渡影響
92億円含む
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本資料のうち、当社の将来的な経営戦略や営業方針、業績予測等にかかわるものは、

いずれも現時点において当社が把握している情報に基づいて想定、算出されたもの

であり、経済動向、業界での競争、市場需要、為替レート、税制や諸制度等に関わる

リスクをはじめとする様々な不確実要素を含んでおります。従って、将来、実際に公表

される業績等はこれらの種々の要素によって変動する可能性があります。


